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亀岡駅北土地区画整理事業地域柳原銀行

文教経済常任委員会
健康福祉常任委員会

平
成
25
年
合
志
市
一
般
会
計
補
正

予
算
に
つ
い
て

平
成
25
年
度
合
志
市
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

請
願
第
5
号　

安
全
・
安
心
の
医
療
・

介
護
の
実
現
と
夜
勤
改
善・大
幅
増
員

を
求
め
る
請
願
書

（
子
育
て
支
援
課
）

問　

保
育
士
等
処
遇
改
善
臨
時
特
例
事

業
補
助
金
に
つ
い
て
、
全
体
の
状
況
と

今
年
だ
け
な
の
か
。

答　

全
体
額
と
し
て
は
、
3
，6
0
0

万
円
ぐ
ら
い
で
あ
り
、
18
園
全
部
が
取

り
組
む
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
各
園
に

よ
り
加
算
区
分
が
違
っ
て
お
り
、
一
律

一
人
い
く
ら
と
い
う
計
算
に
は
な
ら
な

い
が
、
大
体
年
間
一
人
当
た
り
5
〜
8

万
円
ぐ
ら
い
に
な
る
。
申
請
段
階
で
の

説
明
で
は
単
年
度
の
計
画
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

　

ほ
と
ん
ど
の
保
育
園
で
12
月
、
来
年

3
月
で
の
一
時
金
と
し
て
支
払
わ
れ
る
。

（
健
康
づ
く
り
推
進
課
）

問　

予
防
接
種
委
託
料
に
つ
い
て
。

答　

平
成
25
年
度
よ
り
国
の
予
防
接
種

法
に
よ
り
ヒ
ブ
、
小
児
肺
炎
球
菌
に
つ

い
て
は
、
定
期
接
種
と
い
う
こ
と
で
個

人
負
担
な
し
の
予
算
措
置
を
し
て
い
る
。

当
初
予
算
で
は
、
対
象
者
の
4
割
を
見

込
ん
で
い
た
が
、
無
料
接
種
と
な
り
9

割
の
方
が
受
け
る
と
い
う
こ
と
で
の
補

正
で
あ
る
。

問　

一
般
診
療
給
付
費
の
伸
び
と
高
額

療
養
費
の
伸
び
は
関
連
性
が
あ
る
の
か
。

答　

一
般
療
養
給
付
費
は
医
者
か
ら
診

療
を
受
け
、
薬
の
処
方
を
受
け
た
と
き

に
支
払
う
分
で
あ
る
。
高
額
療
養
費
は
、

あ
る
一
定
の
限
度
額
を
超
え
た
分
を
当

事
者
に
払
い
戻
す
こ
と
で
あ
り
、
当
然

連
動
し
て
い
る
。
た
だ
高
額
療
養
費
は

申
請
に
よ
り
2
年
間
ま
で
で
き
る
の
で

時
期
的
に
ば
ら
つ
き
は
あ
る
。

【
反
対
討
論
】　

予
算
の
裏
付
け
が
な
い

中
、医
療
、社
会
保
障
予
算
を
先
進
国
並

み
に
増
や
し
、
国
民
の
自
己
負
担
を
減

ら
す
と
は
大
変
矛
盾
を
感
じ
る
の
で
反

対
で
あ
る
。

【
賛
成
討
論
】　

介
護
保
険
制
度
、国
民

健
康
保
険
制
度
と
い
う
も
の
が
実
際
地

方
自
治
体
が
窓
口
と
し
て
運
営
等
に
携

わ
っ
て
い
る
中
で
、
市
民
の
生
命
財
産
等

を
守
る
自
治
体
と
し
て
の
責
務
を
考
え

れ
ば
採
択
す
べ
き
で
あ
り
賛
成
で
あ
る
。

平
成
25
年
度
合
志
市
一
般
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て

平
成
25
年
度
合
志
市
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

完
成
し
た
西
合
志
南
中
武
道
場

（
学
校
教
育
課
）

問　

部
活
動
大
会
補
助
金
に
つ
い
て
。

答　

教
育
委
員
会
部
局
全
体
の
予
算
の

中
で
大
会
の
実
績
を
見
な
が
ら
予
算
組

み
を
し
て
い
る
。
保
護
者
負
担
に
つ
い

て
は
、
い
っ
た
ん
負
担
し
て
い
た
だ
き
、

精
算
後
、
補
助
金
で
返
金
し
て
い
る
。

ふ
る
さ
と
創
生
基
金
を
原
資
と
し
て
お

り
、
今
後
も
継
続
で
き
る
か
財
政
当
局

と
補
助
金
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
す

る
。

（
生
涯
学
習
課
）

問　

体
育
施
設
改
修
工
事
に
つ
い
て
。

答　

総
合
体
育
館
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
2

階
の
扉
が
開
閉
で
き
な
い
。
非
常
口
で

あ
る
た
め
至
急
修
理
す
る
。

（
農
業
委
員
会
事
務
局
）

問　

今
後
の
農
地
集
積
見
込
み
に
つ
い

て
。

答　

酪
農
の
飼
料
作
物
や
芝
で
の
利
用

が
多
く
、
認
定
農
業
者
の
新
た
な
規
模

拡
大
や
後
継
者
等
に
よ
る
新
規
就
農
も

あ
り
、
集
積
は
進
む
見
込
み
で
あ
る
。

（
都
市
計
画
課
）

問　

公
園
管
理
費
の
修
繕
費
の
内
容
は
。

答　

公
園
管
理
用
備
品
の
芝
刈
り
機
や

刈
り
払
い
機
が
古
く
な
り
故
障
が
多
く

な
っ
た
。
そ
の
修
繕
費
で
あ
る
。
耐
用

年
数
に
つ
い
て
は
10
年
程
度
で
あ
る
。

問　

電
気
料
金
値
上
げ
に
伴
う
水
道
料

金
改
正
に
つ
い
て
。

答　

電
気
料
金
の
値
上
げ
に
よ
り
、
電

気
料
金
が
増
大
し
て
い
る
が
、
水
道
料

金
の
改
定
は
考
え
て
い
な
い
。
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10
月
7
日　

大
阪
府
高
槻
市

債
権
の
管
理
条
例
に
つ
い
て

　

税
の
滞
納
が
増
加
す
る
近
年
、
本
市

に
お
い
て
も
債
権
管
理
に
関
す
る
条
例

の
制
定
も
視
野
に
入
れ
、
徴
収
率
ア
ッ

プ
と
滞
納
の
未
然
防
止
策
を
研
究
す
る

た
め
に
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
に
「
高
槻
市
債
権
の
管
理

に
関
す
る
条
例
」
が
制
定
さ
れ
、
同
年

4
月
「
債
権
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
の
作

成
。
さ
ら
に
4
月
に
は
「
管
財
課
」
と

「
債
権
管
理
課
」
を
統
合
し
「
資
産
管

理
課
」
を
設
置
す
る
な
ど
業
務
を
急
速

に
拡
大
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
約
2
年
間

で
債
権
管
理
に
関
す
る
条
例
を
立
ち
上

げ
た
こ
と
に
つ
い
て
驚
く
ば
か
り
で
、

大
い
に
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

10
月
8
日　

京
都
府
亀
岡
市

土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て

　

本
市
に
お
い
て
も
、
合
志
庁
舎
前
の

土
地
区
画
整
理
事
業
が
推
進
さ
れ
て
い

る
た
め
、
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

亀
岡
市
は
、
市
街
化
区
域
・
市
街
化

調
整
区
域
を
持
つ
都
市
計
画
区
域
と
未

線
引
き
の
都
市
計
画
区
域
外
に
分
か
れ

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
市
内
10
カ
所

で
4
8
・
7
ha
の
区
画
整
理
事
業
が
完
了

し
て
お
り
、
そ
の
内
訳
は
組
合
施
行
5
カ

所
、
市
施
行
2
カ
所
、
個
人
施
行
2
カ
所
、

共
同
施
行
1
カ
所
で
す
。
ま
た
組
合
施

行
の
5
カ
所
の
平
均
施
行
期
間
は
7
・
4

年
、
平
均
減
歩
率
29
・
0
％
で
し
た
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、
国
の
農
振
除
外

や
県
の
都
市
計
画
決
定
な
ど
、
規
制
緩

和
や
要
望
な
ど
参
考
に
す
べ
き
点
が
多

数
あ
り
ま
し
た
。

10
月
9
日　

京
都
府
京
都
市

人
権
文
化
の
構
築
を
目
指
し
た
取
り
組
み

　

旧
同
和
地
区
で
あ
っ
た
崇
仁
地
区
は
、

市
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
よ
り
京
都
駅
東
側

全
体
を
も
視
野
に
入
れ
た
ま
ち
づ
く
り

が
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
市
に
お
い

て
も
依
然
と
し
て
土
地
差
別
事
象
が
あ

る
た
め
調
査
研
究
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
ち
づ
く
り
の
核
と
な
っ
た
の
は
、

日
本
で
初
め
て
旧
同
和
地
区
に
認
可
設

立
さ
れ
た
柳
原
銀
行
で
す
。
地
区
内
の

有
志
の
差
別
解
消
に
向
け
た
並
々
な
ら

ぬ
努
力
に
驚
が
く
し
、
啓
発
運
動
の
大

切
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。

11
月
6
日　

東
京
都
武
蔵
野
市

防
災
対
策
に
つ
い
て　

　

武
蔵
野
市
で
は
、
日
本
で
2
番
目
の

人
口
密
集
地
域
で
あ
り
災
害
時
の
影
響

は
計
り
知
れ
ず
、
東
日
本
大
震
災
以
降
、

市
民
の
防
災
へ
の
意
識
が
自
ず
と
高
ま

り
、
自
主
防
災
組
織
の
設
立
促
進
、
啓

発
講
演
会
及
び
防
災
訓
練
の
強
化
、
職

員
に
よ
る
出
前
講
座
等
、
さ
ま
ざ
ま
な

努
力
が
な
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

11
月
7
日　

東
京
都
小
金
井
市

ご
み
減
量
化
の
取
り
組
み
に
つ
い
て　

　

小
金
井
市
で
は
、
人
口
11
万
6
千
人

で
あ
り
な
が
ら
焼
却
施
設
を
有
せ
ず
、

全
て
が
処
理
委
託
と
い
う
状
況
で
、
平

成
18
年
の
非
常
事
態
宣
言
以
降
、
分
別

の
徹
底
、
ふ
れ
あ
い
訪
問
収
集
、
リ
サ

イ
ク
ル
推
進
協
力
店
の
認
定
制
度
等
、

ゴ
ミ
減
量
化
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
転
入
者
や
子
ど
も
向
け
の

D
V
D
を
作
成
し
、
市
民
の
理
解
を
得

る
努
力
が
な
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

11
月
8
日　

東
京
都
墨
田
区

中
小
企
業
振
興
基
本
条
例
に
つ
い
て　

　

墨
田
区
で
は
、
中
小
企
業
の
大
幅
な

減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
、
国
内

最
初
に
条
例
を
制
定
し
企
業
情
報
の

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
作
成
、
更
新
し
、
中

小
企
業
セ
ン
タ
ー
を
通
じ
民
間
か
ら
の

仕
事
の
オ
フ
ァ
ー
と
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行

い
還
元
。
ま
た
、「
す
み
だ
モ
ダ
ン
ブ
ラ

ン
ド
」
推
進
事
業
や
、「
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

す
み
だ
塾
」
の
開
催
等
が
行
わ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

今
回
、
先
進
的
な
取
り
組
み
が
行
わ

れ
て
い
る
自
治
体
で
の
視
察
研
修
を
行

い
、
行
政
、
市
民
、
企
業
等
が
共
に
手

を
携
え
目
的
の
達
成
に
向
け
、
ま
い
進

す
る
こ
と
の
必
要
性
を
強
く
感
じ
る
と

伴
に
、
本
市
に
お
い
て
の
そ
の
態
勢
強

化
が
必
要
と
感
じ
ま
し
た
。

 

副委員長
委　員
委　員
議　長

委　員
委　員
委　員

東　　孝助
来海　恵子　　
濱元幸一郎
池永　幸生

島田　敏春
坂本　武人
西嶌　隆博

【視察委員】

委員長
委　員
委　員
委　員

副委員長
委　員
委　員

青木　照美
今村　直登
濱口　正曉
上田　欣也

松井美津子
木場田孝幸
坂本　早苗

【視察委員】

委員会研修報告


